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⑦澤田源一校長就任

昭和十五年五月二十九日、芝田徹心が校長を辞任し、澤田源一が

校長に就任した。澤田は明治二十一年六月九日生まれ。同四十五年

七月東京帝国大学法科大学政治学科を卒業。内務省、次いで文部省

官僚としての道を歩み、昭和二年八月より高松高等商業学校長を、

次いで同十四年四月より浦和高等学校長をつとめた。美術との関係

について言えば、大正八年九月から同十年八月まで文部官僚として

帝国美術院幹事をつとめたことと、本校卒業生にして京都の陶芸家

として名を馳せた澤m宗山がその兄にあたるということが挙げられ
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